
念
成
仏
に
つ
い
て

大
久
保
　
良
　
峻

一
念
成
仏
と
は

　
諸
目
録
で
は
最
澄
撰
と
さ
れ
る
書
目
中
に
、
『
一
念
成
仏
論
』
一
巻
、
或
い

は
『
一
念
成
仏
義
』
一
巻
と
い
う
文
献
を
挙
げ
る
が
、
『
山
家
祖
徳
撰
述
篇
目

集
』
（
『
龍
堂
録
』
）
巻
上
で
「
疑
偽
誼
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同

名
の
真
撰
の
書
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
本
覚
思
想
文
献
で
言
え
ぱ
、

『
伝
教
大
師
全
集
』
所
収
の
『
五
部
血
脈
』
の
中
に
「
一
念
成
仏
義
」
の
項
が

あ
り
、
そ
れ
は
天
台
小
部
集
釈
に
最
澄
述
と
し
て
収
め
ら
れ
る
「
一
念
成
仏
義
」

と
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
見
出
さ
れ
る
偶
文
は
途
中
ま
で
、
や

は
り
最
澄
撰
と
さ
れ
る
偽
書
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
の
「
第
十
即
身

成
仏
」
の
内
容
と
一
致
す
る
。

　
中
古
天
台
の
本
覚
思
想
に
お
い
て
名
字
即
の
成
仏
を
顕
揚
す
る
こ
と
が
一
つ

の
大
き
な
特
色
と
な
る
。
そ
の
立
場
か
ら
一
念
成
仏
を
論
じ
た
文
献
に
『
三
十

四
箇
事
書
』
（
『
枕
双
紙
』
）
が
あ
り
、
「
一
念
成
仏
事
」
の
項
で
は
名
字
即
成
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

を
「
当
家
一
流
有
レ
習
」
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
一
念
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
一
念
成
仏
に
つ
い
て

上
で
、
そ
こ
に
先
ず
示
さ
れ
る
、
「
問
。
一
念
成
仏
者
、
遇
二
此
教
一
得
＝
解
脱
一

即
疾
、
如
＝
一
念
時
節
一
云
二
一
念
成
仏
一
歎
。
又
一
念
心
具
二
一
二
千
法
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

無
二
欠
減
一
故
云
二
一
念
成
仏
一
歎
。
」
と
い
う
問
は
注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
つ

ま
り
、
時
間
と
し
て
の
一
念
と
、
一
念
三
干
の
一
念
の
ど
ち
ら
に
よ
っ
て
一
念

成
仏
の
義
を
立
て
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
は
普
通
の
義
、
尋
常
の
義
と
し
て
両
様
の
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
言
う
の
で
あ
る
が
、
初
住
位
に
お
け
る
一
念
成
仏
を
尋
常
の
義
と
押
さ
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
念
を
時
間
と
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
長
さ
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
静
算
の
『
心
地
教
行
決
疑
』
巻
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
’
〕

本
で
は
、
　
一
念
の
時
分
に
つ
い
て
諸
説
不
同
と
す
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

そ
の
中
に
見
ら
れ
る
、
「
九
十
刹
那
為
二
一
念
↓
一
念
中
一
刹
那
経
二
九
百
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

滅
一
」
と
い
う
記
述
は
鳩
摩
羅
什
訳
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
上
の
文
で
あ

り
、
一
刹
那
と
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
不
空
訳
『
仁
王
護
国
般

若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
上
で
は
、
「
一
念
中
有
二
九
十
刹
那
↓
一
刹
那
中
経
二
九
百

　
＾
6
〕

生
滅
』
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
こ
の
『
仁
王
般
若
経
』
に
つ
い
て
は
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
に
入
唐
釈
子
最

澄
の
撰
述
と
す
る
『
註
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
経
』
が
収
め
ら
れ
、
右
の
羅
什

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
－
〕

訳
の
経
文
に
対
す
る
解
説
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
書
は
吉
蔵
の
『
仁
王

般
若
経
疏
』
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
と
も
か
く
、
「
九
十
刹
那
為
一
二
念
↓
　
一

念
中
一
刹
那
経
二
九
百
生
滅
一
」
と
い
う
経
文
は
一
念
が
九
十
刹
那
、
一
刹
那

が
九
百
の
生
滅
で
あ
る
か
ら
、
一
念
に
八
万
一
千
の
生
滅
を
経
る
こ
と
を
意
味

　
　
　
　
　
　
＾
昌
〕

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
上
述
の
議
論
は
、
最
澄
の
周
辺
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
最
澄
に
直
接
関
わ
る
も
の

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
必
ず
し
も
最
澄
義
を
念
頭
に
置
く
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
天
台
で
最
初
に
即
身
成
仏
を
論
じ
た
の
が
最
澄
で
あ
る
と
い

う
経
緯
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
前
後
の
教
義
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
成
仏
思
想
と

い
う
流
れ
を
理
解
す
る
上
で
何
ら
か
の
意
義
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
き
幾
ら
か
論
じ
て
み
た
い
。

二
　
一
念
と
時
間

　
一
念
を
九
十
刹
那
と
捉
え
、
一
刹
那
に
九
百
の
生
滅
が
あ
る
と
す
る
『
仁
王

経
』
の
説
が
、
定
説
と
し
て
常
に
規
矩
準
縄
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

は
一
刹
那
と
一
念
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
一
定
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
は
い
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
中
国
天
台
の
説
を
検
討
す

る
と
、
例
え
ば
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
三
下
に
は
、
「
婁
言
、
一
念
心
六
十
刹
那
。

　
　
　
　
　
　
　
＾
o
〕

婁
言
、
三
百
億
刹
那
。
」
と
い
う
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
摩
詞
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

観
』
巻
三
上
に
は
、
「
又
経
言
、
一
念
六
百
生
滅
。
成
論
師
云
、
一
念
六
十
刹

那
。
祇
是
一
念
従
レ
仮
入
レ
空
得
二
慧
眼
“
照
二
眞
諦
一
而
得
二
成
仰
一
」
と
見
出
さ

れ
る
。
湛
然
は
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
三
之
三
で
、
こ
こ
で
の
経
を
、
「
大

経
一
念
六
百
生
灘
」
の
如
く
『
大
経
』
、
す
な
わ
ち
『
浬
樂
経
』
の
こ
と
と
す

る
が
、
そ
の
依
拠
と
す
る
箇
所
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
慧
澄
嚢
空
が

　
＾
蜆
〕

『
講
義
』
で
指
摘
す
る
よ
う
に
『
浬
繋
経
』
に
は
「
一
息
・
一
陶
衆
生
寿
命
四

百
生
灘
。
」
と
い
う
記
述
は
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
念
と
一
刹
那
、
或
い
は
そ
れ
ら
と
生
滅
の
関
わ
り
に
数
字
を

当
て
嵌
め
て
論
ず
る
こ
と
は
、
多
様
な
教
説
と
し
て
説
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
七
下
に
は
、
「
又
弥
勒
相
骨
経
云
、
一
念
見
レ
色
有
二

三
百
億
五
陰
生
滅
』
一
一
五
陰
即
是
衆
壁
。
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
も
見
出
さ

れ
る
。
こ
の
文
中
の
『
弥
勒
相
骨
経
』
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
証
真
の

『
止
観
私
記
』
巻
七
の
解
説
が
参
照
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
文
、
弥
勒
相
骨
経
等
者
、
蔵
中
無
二
此
経
』
然
今
所
レ
引
似
二
胎
経
文
』
彼

　
　
経
第
三
、
五
道
尋
識
品
云
、
仏
於
二
胎
中
一
現
二
鈎
鎖
骸
骨
－
告
二
弥

　
　
勒
｛
知
。
弥
勒
執
二
金
剛
七
宝
神
杖
“
携
レ
骨
、
聴
レ
声
、
白
レ
仏
言
、
此

　
　
骨
生
レ
龍
、
此
骨
生
レ
天
等
。
乃
至
有
一
二
全
身
舎
利
一
弥
勒
不
レ
知
。
前

白
レ
仏
言
、
此
不
二
了
知
↓
将
非
三
如
来
入
二
浬
繋
一
耶
。
仏
言
、
諸
仏
舎
利

非
＝
汝
所
知
一
初
住
菩
薩
不
レ
知
＝
二
住
舎
利
↓
乃
至
不
レ
知
二
一
生
補
処
一

一
五
云
。
警
円
頓
云
、
如
三
弥
勒
相
二
舎
利
骨
↓
即
知
三
此
骨
有
二
三
百
億
五
陰

生
滅
一
乃
至
知
三
一
地
・
二
地
至
二
於
十
地
一
皆
於
レ
骨
頓
得
レ
知
。
但
不
レ

知
二
仏
骨
之
相
一
一
五
云
。
円
頓
無
一
一
経
字
↓
而
文
相
同
二
胎
経
↓
今
本
恐
経
字



　
剰
実
。
但
経
不
レ
云
・
骨
有
二
三
百
億
五
陰
生
滅
4
而
彼
経
第
二
云
、
弥
勒

　
白
レ
仏
言
、
弾
指
之
頃
有
二
三
十
二
億
百
千
念
』
念
念
成
レ
形
、
形
皆
有
レ

　
識
。
識
念
極
微
細
不
レ
可
二
執
持
イ
仏
之
威
神
、
入
二
彼
徴
識
｛
皆
令
二
得

　
度
』
此
識
教
化
非
二
無
識
一
也
。
復
次
微
識
極
微
細
、
過
二
於
微
塵
一
此
微

　
　
塵
識
不
レ
可
二
観
見
一
如
来
威
神
入
レ
彼
、
教
化
皆
令
二
得
度
一
此
微
塵
識
、

　
　
亦
有
二
四
気
“
亦
有
二
四
生
↓
何
以
故
。
衆
生
無
辺
、
如
来
無
辺
。
道
亦

　
　
無
辺
。
巳
上
今
云
二
三
百
億
』
少
不
同
撞
。

　
要
を
言
え
ば
、
証
真
は
『
摩
詞
止
観
』
に
見
え
る
『
弥
勒
相
骨
経
』
は
経
典

名
で
は
な
く
、
「
経
」
の
字
が
術
字
で
あ
る
こ
と
を
、
現
存
し
な
い
『
円
頓
止

観
』
の
文
に
よ
り
論
じ
、
同
時
に
そ
の
記
述
が
『
菩
薩
処
胎
経
』
巻
弍
（
大
正

蔵
で
は
巻
四
）
の
五
道
尋
識
品
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
箇
所
に
は
一
念
に
つ
い
て
該
当
す
る
記
述

は
な
く
、
そ
こ
で
、
同
経
巻
二
か
ら
別
の
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
「
弥
勤
言
、
拍
手
・
弾
指
之
頃
、
三
十
二
億
百
千
飽
。
」
と
あ
り
、

数
字
が
合
致
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ぱ
、
「
念
」
と
い
う
語
の

用
い
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
一
念
や
一
刹
那
と
い
う
用

語
が
一
定
の
数
値
を
基
準
に
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
に
止
め
る
こ
と

に
し
た
い
。

　
そ
こ
で
今
問
題
に
し
た
い
の
は
、
特
に
時
間
的
な
意
味
で
の
一
念
や
一
刹
那

で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
漠
然
と
時
問
の
最
小
単
位
、
す
な
わ
ち
一
瞬
の
経
過
の
こ

と
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
か
な
り
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

　
＾
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
岨
〕

あ
る
。
し
か
し
、
一
念
の
方
は
そ
の
語
の
用
例
は
広
い
。
従
っ
て
、
『
止
観
輔

　
　
　
　
　
　
一
念
成
仏
に
つ
い
て

行
伝
弘
決
』
巻
八
之
二
に
、
「
言
二
一
念
一
者
、
非
レ
謂
二
極
促
一
刹
那
時
』
謂
二

善
嚢
成
一
名
為
一
一
念
夏
一
於
三
世
．
二
世
遵
縛
等
相
一
故
名
一
一
響
一
と

見
ら
れ
る
の
も
、
そ
う
い
っ
た
差
異
を
根
拠
と
す
る
菱
言
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
こ
と
は
一
念
の
語
が
必
ず
し
も
把
握
し
や
す
く
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ

と
に
も
な
る
。
そ
こ
で
、
『
法
華
文
句
』
巻
八
上
に
、
「
若
聞
二
開
権
顕
実
一
即

於
二
一
念
心
中
｛
深
解
二
非
権
非
実
之
理
“
信
二
仏
知
鹿
一
」
と
見
ら
れ
る
一
念

に
つ
い
て
、
『
法
華
文
句
記
』
巻
八
之
三
で
、
「
初
於
一
念
者
、
非
三
唯

経
二
於
一
念
時
鰯
↓
指
三
一
心
法
名
為
二
一
麓
一
」
と
い
う
よ
う
な
解
釈
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
一
念
は
、
た
だ
時
間
的
な
一
念
を

経
過
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
一
心
の
法
を
指
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
刹
那
が
時
間
の
最
小
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
、
更
に
一
念
の
語
が

類
同
の
意
味
を
持
つ
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
と
思

う
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
瞬
間
性
に
実
は
無
量
劫
が
備
わ
っ
て
い
る
と

い
う
考
え
が
童
要
な
教
義
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
の

源
流
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
っ
て
、
先
ず
注
目
す
べ
き
は
『
華
厳
経
』
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
・
六
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
二
に
は
・
「
以
二
無
量
劫
一
為
二
一
麓
一
」

と
説
か
れ
る
の
で
あ
り
、
一
念
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
十
巻
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
盟
）

『
華
厳
経
』
巻
七
に
は
、
「
一
刹
那
中
見
二
多
劫
一
」
と
あ
り
、
八
十
『
華
厳
』

と
同
じ
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
如
来
不
思
議
境
界
経
』
に
は
「
一
刹
那
中
摂
二

　
　
＾
盟
〕

無
量
劫
一
」
と
い
う
記
述
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
華
厳
家
に
お
い

て
一
念
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
仏
、
す
な
わ
ち
一
念
成
仏
を
論
じ
た
人
物
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



て
注
目
さ
れ
る
の
が
智
撮
で
あ
る
。
智
綴
の
成
仏
論
に
つ
て
は
既
に
幾
つ
か
の

研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
智
綴
が
『
一
乗
十
玄
門
』
・
『
五
十
要
問
答
』
・

『
孔
目
抄
』
で
一
念
成
仏
と
い
う
語
を
用
い
、
そ
の
思
想
を
論
述
し
て
い
る
と

し
て
も
、
『
一
乗
十
玄
門
」
の
真
偽
や
、
生
涯
に
お
け
る
思
想
展
開
に
着
眼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

て
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
無
念
疾
得
成
仏
説
へ
と
傾
注
し
た
智
儘
に

お
い
て
は
、
一
念
成
仏
説
が
究
極
の
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
点
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
は
立
ち
入
ら
な
い
。

三
　
成
仏
と
一
念

　
成
仏
の
遅
速
を
判
じ
て
、
そ
の
速
疾
性
を
自
宗
の
義
と
し
て
誇
示
し
た
の
が

平
安
初
期
の
仏
教
で
あ
り
、
そ
れ
が
目
本
天
台
や
東
密
の
教
義
の
特
色
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
成
仏
に
は
常
に
瞬
問
性
の
問
題
が
絡
む
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
そ
の
瞬
間
だ
け
を
捉
え
れ
ば
一
刹
那
、
或
い
は
一
念
の
成
仏
を
説
く
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
と
一
生
成
仏
等
の
速
疾
成
仏
と
の
関
わ
り
が
問
題
に
な
る
。
こ

の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
修
行
の
階
梯
、
つ
ま
り
行
位
や
修
行
に
要
す
る
時
間

の
概
念
に
つ
い
て
も
同
時
に
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
複
雑
な
主

張
を
成
立
せ
し
め
る
根
拠
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
瞬
間
的
な
成
仏
と
い
う
の
は
、
凡
夫
か
ら
聖
者
へ
の
転
換
を
、
例
え
ば
『
華

厳
経
』
の
「
初
発
心
時
便
成
正
艶
」
と
い
う
衆
知
の
記
述
で
説
明
す
る
こ
と
が

し
ぱ
し
ぱ
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
即
身
成
仏
を
論
ず
る
上

で
、
具
体
的
に
誰
が
成
仏
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
代
表
格
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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挙
げ
ら
れ
る
の
が
龍
女
で
あ
る
。
そ
の
龍
女
の
成
仏
を
『
法
華
経
』
提
婆
品
で

描
写
す
る
中
に
、
「
於
二
刹
那
頃
“
発
二
菩
提
心
↓
得
二
不
退
輻
↓
」
と
い
う
文
殊

師
利
の
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
け
た
智
積
菩
薩
が
、
「
我
見
二
釈
迦
如
来
＾

於
二
無
量
劫
一
難
行
苦
行
、
積
レ
功
累
レ
徳
、
求
二
菩
提
道
↓
未
二
曾
止
息
一
…
…

不
レ
信
下
此
女
於
二
須
典
頃
一
便
成
中
正
覚
〃
」
の
如
く
疑
義
を
挟
む
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
龍
女
が
刹
那
頃
・
須
典
頃
の
成
仏
で
あ
る
こ
と
を
、
釈
迦
の
無
量

劫
の
難
行
苦
行
に
対
時
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
、
「
…
…

忽
然
之
間
、
変
成
二
男
子
“
具
二
菩
薩
行
↓
即
往
二
南
方
無
垢
世
界
↓
坐
二
宝
蓮

華
｛
成
二
等
正
覚
↓
…
…
」
と
い
う
変
成
男
子
を
示
現
す
る
有
名
な
場
面
が
説

か
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
先
ず
留
意
す
べ
き
は
、
歴
劫
と
刹
那
が
対
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
し

て
も
、
後
で
述
べ
る
よ
う
な
瞬
聞
性
と
歴
劫
と
を
等
同
の
も
の
と
見
る
よ
う
な

理
論
に
は
直
接
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
余
教
な
ら
歴
劫

成
仏
で
あ
る
が
、
『
法
華
経
』
な
ら
一
瞬
で
同
じ
果
を
得
る
と
い
う
教
義
を
提
唱

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
成
仏
が
刹
那
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
の
修
行
に
つ
い
て
の
教
義
づ
け
が
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
特
に
、
天
台
教
学
で
は
龍
女
を
初
住
位
（
分
真
即
）
と
す
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
以
前
の
行
位
の
階
梯
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
但
し
、
一
生
成

仏
と
歴
劫
を
教
判
の
上
か
ら
円
教
と
余
教
に
分
類
す
る
こ
と
は
通
途
で
あ
る
が
、

一
生
成
仏
の
場
合
の
過
去
世
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
の
理
解
は
一
様
で
は
な
い
漉
、

秀
逸
性
を
主
張
す
る
た
め
に
は
速
疾
性
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
事
実



で
あ
る
。

　
速
疾
性
を
強
調
し
、
し
か
も
そ
れ
を
他
の
遅
い
も
の
と
対
比
さ
せ
る
の
み
な

ら
ず
、
瞬
間
に
お
い
て
論
じ
た
の
が
『
大
智
度
論
』
巻
三
八
に
見
ら
れ
る
記
述

で
あ
り
、
「
警
如
二
遠
行
↓
或
有
二
乗
レ
羊
而
去
↓
或
有
二
乗
レ
馬
而
去
↓
或

有
二
神
通
去
者
↓
乗
レ
羊
者
久
久
乃
到
、
乗
レ
馬
者
差
速
、
乗
二
神
通
一
者
、
発
意

頃
便
到
。
如
レ
是
、
不
レ
得
レ
言
二
発
意
間
云
何
得
τ
到
。
神
通
相
爾
、
不
レ

応
レ
生
レ
鰯
。
」
と
説
く
が
如
く
、
神
通
の
害
瞭
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
警
楡
が

密
教
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
大
日
経
義
釈
』
巻
一
（
『
疏
』

巻
一
）
で
は
・
龍
樹
の
説
と
し
て
そ
の
『
大
智
度
論
』
の
文
を
採
用
し
、
「
則

此
経
深
旨
也
。
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
実
は
、
そ
こ
に
幾
つ
か
の
問
題
点
が
見

　
　
　
＾
醜
〕

出
さ
れ
る
。
要
を
言
え
ぱ
、
『
大
日
経
義
釈
』
（
『
疏
』
）
で
は
一
生
成
仏
が
主
張

さ
れ
る
と
し
て
も
、
行
位
に
対
す
る
解
説
が
一
様
で
は
な
い
点
が
先
ず
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
瞬
問
性
を
徹
底
的
に
強
調
す
る
と
し
た
ら
、
成
り
行
き
と
し
て

日
本
天
台
の
本
覚
法
門
に
類
す
る
よ
う
な
凡
位
尊
重
の
教
説
が
出
さ
れ
る
こ
と

も
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
方
向
性
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
発

心
即
到
を
行
位
の
途
中
、
つ
ま
り
初
地
や
初
住
で
捉
え
る
こ
と
が
基
本
的
な
理

解
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
で
触
れ
る
仁
空
の
よ
う
に
、
『
大
目
経
義

釈
』
の
立
場
を
凡
夫
位
に
お
け
る
発
心
即
到
を
明
か
す
も
の
と
し
て
解
釈
す
る

立
場
も
一
つ
の
着
眼
と
見
な
し
う
る
と
言
え
る
。
但
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
中

国
天
台
で
は
右
の
『
大
智
度
論
』
や
そ
の
原
拠
と
な
る
『
大
品
般
若
経
』
の
当

該
箇
所
の
教
義
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
採
択
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

中
国
天
台
で
は
、
速
疾
の
義
、
中
で
も
発
心
即
到
の
義
を
、
神
通
の
警
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
一
念
成
仏
に
つ
い
て

て
円
教
の
教
義
と
し
て
立
論
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
日

本
天
台
と
の
差
異
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
日
本
天
台
の
時
間
論
と
し
て
は
、
安
然
が
『
教
時
問
答
』
で
立
て
た
四
一
判

の
中
に
一
時
判
が
あ
る
こ
と
が
代
表
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
安
然
の
説
は
、

円
仁
が
『
金
剛
頂
経
疏
』
巻
一
で
、
「
今
釈
二
一
時
一
者
、
不
思
議
三
際
、
無
始

無
終
、
是
為
二
一
時
』
一
刹
那
中
具
二
無
量
劫
＾
無
量
劫
只
是
刹
那
、
名
為
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
盟
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時
』
時
分
脩
短
不
可
思
議
、
是
為
二
一
時
一
也
。
」
と
釈
し
た
こ
と
を
基
盤
と
し

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
時
問
論
は
円
仁
独
自
の
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

＾
盟
）が

、
日
本
天
台
で
は
円
仁
に
よ
る
「
一
刹
那
中
具
二
無
量
劫
“
無
量
劫
只
是
刹

那
」
と
い
う
表
記
を
し
ば
し
ぱ
重
用
す
る
。

　
例
え
ば
、
仁
空
は
『
義
釈
捜
決
抄
』
巻
一
之
五
で
、
「
縦
ヒ
又
隔
ゴ
多
生
一
開

悟
得
脱
シ
、
入
聖
得
果
ユ
ル
事
有
リ
ト
モ
、
ソ
レ
モ
此
教
ノ
意
ナ
ラ
ハ
、
　
一
刹
那
ノ

中
、
具
コ
無
量
劫
↓
、
無
量
劫
、
只
是
レ
刹
那
ナ
ル
如
来
性
海
不
思
議
時
、
約
シ
テ
意
得
ル

時
、
、
一
念
成
仏
、
謂
ト
全
ク
不
レ
可
レ
有
二
差
異
一
憧
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
一
念
成
仏
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
よ
う
。
仁
空
の
成

仏
に
対
す
る
考
え
は
本
覚
思
想
と
は
一
線
を
画
し
つ
つ
も
、
結
論
と
し
て
は
本
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調
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覚
思
想
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
仁
空
に
と
っ
て
成
仏
と
は
凡
夫

の
当
体
の
ま
ま
の
即
身
成
仏
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
仏
で
あ
る
、

或
い
は
も
と
も
と
成
仏
し
て
い
る
、
婁
言
す
れ
ば
六
即
の
中
の
理
即
、
或
い
は

本
来
成
仏
・
理
具
成
仏
と
い
っ
た
概
念
が
基
底
に
あ
り
、
そ
れ
に
眼
目
を
置
い

た
成
仏
論
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
凡
位
に

お
け
る
一
瞬
の
成
仏
、
要
す
る
に
発
心
即
到
を
即
身
成
仏
の
本
意
と
捉
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



で
あ
り
、
時
間
論
的
に
は
一
念
・
一
刹
那
の
み
を
論
ず
れ
ぱ
よ
い
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
『
捜
決
抄
』
巻
二
之
四
に
は
、
「
…
…
難
二
一
念
也
一
、
刹
那
ノ
前
後
ヲ

モ
論
セ
ン
ス
ル
ハ
、
尚
ホ
可
レ
非
二
頓
覚
成
仏
ノ
本
意
．
一
、
趣
。
」
の
如
く
、
刹
那
の

前
後
に
お
い
て
の
一
念
で
す
ら
論
ず
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な

さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
仁
空
は
そ
の
こ
と
の
み
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
慢
心
に

堕
す
る
こ
と
を
警
告
す
る
の
で
あ
り
、
以
後
の
修
行
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
義
釈
捜
決
抄
』
巻
一
之
六
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
菩
提
心
、
者
、
衆
生
自
心
即
是
一
切
智
智
、
如
実
了
知
名
為
一
切
智
者
ナ

　
　
ル
故
．
．
、
発
菩
提
心
ト
云
ヘ
ハ
一
念
即
到
ニ
テ
、
究
寛
ノ
菩
提
ヲ
一
念
．
．
開
発

　
　
ス
ル
義
ナ
ル
故
二
、
指
〃
テ
之
妙
果
ト
云
也
。
雄
レ
然
、
、
事
．
．
正
ク
妙
覚
究
寛
ノ

　
　
菩
提
ヲ
得
タ
ル
ニ
ハ
非
ス
。
故
．
．
此
ノ
妙
果
．
．
至
ル
方
便
進
修
ノ
行
ヲ
、
具
縁
晶
、
．

　
　
明
レ
之
云
ナ
ル
ヘ
シ
。
発
心
ト
云
ヘ
ハ
初
後
不
ニ
ニ
シ
テ
全
ク
発
心
・
究

　
　
覧
ノ
差
別
無
キ
也
。
此
ノ
故
．
．
、
仏
因
・
仏
果
ヲ
モ
分
別
シ
テ
、
従
因
至
果
ノ

　
　
姿
ヲ
振
舞
カ
発
心
ノ
上
ノ
修
行
ノ
相
ニ
テ
ハ
ア
ル
確
。

　
こ
こ
で
は
一
念
即
到
の
語
を
用
い
、
発
心
即
到
の
義
を
説
い
て
い
る
が
、
し

か
し
そ
れ
は
事
に
正
し
く
妙
覚
位
に
達
し
た
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
『
大
日
経
』
の
具
縁
品
以
下
に
説
か
れ
る
事
相
は
果
に
至
る
た
め
の
修
行

の
相
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
述
す
る
の
で
あ
る
。

四
　
『
五
部
血
脈
』
「
一
念
成
仏
義
」

に
つ
い
て

そ
こ
で
、
次
に
は
最
澄
述
と
伝
え
ら
れ
る
『
五
部
血
脈
』
の
「
一
念
成
仏
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
内
容
は
、
「
明
二
万
徳
円

明
之
性
↓
談
二
自
心
本
覚
理
“
期
二
成
仏
於
一
念
一
者
、
法
華
円
教
之
実
謹
。
」

と
い
う
記
述
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
本
覚
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
そ
の
成
仏
の
瞬
問
性
は
凡
位
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
な
お
、

こ
う
い
っ
た
成
仏
論
を
一
瞬
成
仏
・
瞬
間
成
仏
と
い
っ
た
観
点
で
捉
え
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
＾
如
）

す
る
場
合
も
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
『
撃
厳
経
』
の
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」

に
代
表
さ
れ
る
円
教
の
成
仏
論
も
瞬
間
的
な
も
の
に
他
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
成
仏
と
は
瞬
間
的
な
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
の
瞬
間
を
論
ず
る
位

が
童
要
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
述
し
た
仁
空
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
初
発

心
時
便
成
正
覚
」
を
も
凡
位
に
下
げ
て
理
解
す
べ
く
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の

で
あ
響

　
「
一
念
成
仏
義
」
に
お
け
る
瞬
間
性
は
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
偏
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
咄
）

「
妙
法
円
満
教
、
顕
＝
心
法
身
仏
“
　
一
念
須
奥
聞
」
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
念
の
義
は
本
覚
恩
想
に
基
づ

く
凡
夫
の
一
念
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
一
念
三
千
の
一
念
に
同
じ
く
、
遍
摂
性
と

で
も
言
う
べ
き
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
次
に
示
す
偶
文
に
明
ら

か
で
あ
る
。

　
　
以
二
八
葉
心
蓮
↓
顕
二
妙
法
蓮
華
“
指
二
凡
夫
一
念
“
為
二
如
来
蔵
理
↓
則

　
　
是
名
二
成
仏
』
顕
二
本
覚
真
仏
一
唯
在
二
我
一
念
』
覚
二
心
性
仏
体
↓
取
レ
証

　
　
須
奥
間
。
知
二
三
千
一
念
↓
一
念
遍
二
三
千
一
当
レ
知
諸
如
来
、
三
徳
秘
密

　
　
蔵
、
不
レ
出
二
我
一
念
｛
遍
不
縦
不
横
。
体
コ
達
一
念
心
↓
能
順
二
諸
仏
心
一

　
　
頓
超
二
等
・
妙
覚
一
正
悟
二
真
実
性
一
名
日
二
正
妙
艶
」



　
こ
の
よ
う
に
本
覚
、
或
い
は
如
来
蔵
と
い
っ
た
言
葉
で
表
さ
れ
る
凡
夫
の
一

念
を
根
拠
に
、
一
念
と
い
う
須
奥
に
証
悟
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
澄
撰
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
一
念
成
仏
義
」
を
引
用
し
た
文

献
に
、
貞
舜
の
『
宗
要
柏
原
案
立
』
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
三
の
「
一
生
妙

覚
」
の
箇
所
に
、
「
山
家
大
師
御
釈
、
今
経
須
奥
聞
レ
之
、
即
得
二
究
寛
一
文
、

並
菩
薩
処
胎
経
、
唯
在
二
心
垢
滅
＾
取
レ
証
如
レ
反
レ
掌
文
、
引
レ
之
一
念
成
仏
相

　
　
＾
坐
〕

釈
成
給
。
」
と
見
出
さ
れ
る
文
が
、
「
一
念
成
仏
義
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

「
一
念
成
仏
義
」
の
原
文
で
は
、
「
顕
二
本
覚
法
身
“
不
レ
仮
＝
修
証
“
証
二
心
性

仏
体
｛
不
レ
経
二
時
節
』
故
今
経
説
二
須
萸
聞
レ
之
、
即
得
τ
究
コ
寛
阿
霧
多
羅
三

貌
三
菩
提
一
他
経
説
下
唯
在
二
心
垢
滅
｛
取
レ
証
如
占
反
レ
鞠
。
」
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
、
本
来
は
本
覚
思
想
を
基
調
に
し
た
一
念
成
仏
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
宗
要
柏
原
案
立
』
で
は
一
生
妙
覚
を
立
論
す
る
た
め
の
論
及
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
文
脈
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
答
一
＝
云
。
一
生
入
妙
覚
有
無
、
学
者
異
端
不
レ
同
也
云
、
先
任
二
円
実
大
旨
“

　
　
此
類
可
レ
有
歎
存
事
、
此
教
廃
立
、
柳
異
二
余
教
一
也
。
…
…
若
夫
最
上
利

　
　
根
一
機
、
於
二
現
身
当
体
↓
極
二
朗
然
妙
果
一
事
、
何
煩
可
レ
有
レ
之
耶
。
速

　
　
疾
教
、
最
上
利
人
乍
レ
受
、
惑
＝
極
果
一
不
二
証
入
一
云
事
、
全
不
レ
可
レ
然
。

　
　
依
レ
之
無
量
義
経
云
、
是
故
此
経
能
有
二
如
レ
是
無
量
功
徳
不
可
患
議
↓

　
　
令
三
衆
疾
成
二
無
上
菩
提
一
実
。
既
云
二
無
上
菩
提
↓
極
果
也
覚
。
今
経
云
、

　
　
須
奥
聞
レ
之
、
即
得
レ
究
コ
寛
阿
耗
菩
提
一
実
。
一
家
消
レ
之
云
、
須
奥
聞
レ

　
　
之
、
即
得
レ
究
コ
覧
三
菩
提
｛
此
証
・
深
果
一
也
夷
。
意
初
住
已
上
為
二
深

　
　
因
」
妙
覚
為
一
一
深
果
一
意
也
。
宗
師
釈
云
、
理
即
・
名
字
・
観
行
・
相
似
・

　
　
　
　
　
　
一
念
成
仏
に
つ
い
て

　
　
分
真
・
究
寛
、
　
一
生
可
レ
弁
案
。
山
家
大
師
御
釈
、
今
経
須
夷
聞
レ
之
、

　
　
即
得
二
究
寛
一
文
、
並
菩
薩
処
胎
経
、
唯
在
二
心
垢
滅
↓
取
レ
証
如
レ
反
レ
掌

　
　
文
、
引
レ
之
一
念
成
仏
相
釈
成
給
。
山
王
院
釈
云
、
円
教
菩
薩
不
レ
同
二
前

　
　
三
↓
縁
二
無
作
諦
↓
修
二
無
作
観
』
遍
二
一
切
処
↓
造
レ
境
即
中
、
六
即
智

　
　
断
一
生
究
寛
、
虚
空
為
レ
座
、
成
二
無
上
覚
一
麹
。

　
こ
こ
で
の
主
張
の
骨
子
は
一
生
入
妙
覚
の
可
能
性
を
認
め
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、

「
宗
師
釈
云
」
と
い
う
の
は
『
天
台
智
者
大
師
発
願
文
』
の
・
「
理
即
・
名
字
・

観
行
・
相
似
・
分
真
・
究
寛
、
円
伊
三
点
不
レ
縦
不
レ
横
、
正
法
大
域
・
金
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砺
〕

宝
蔵
・
一
切
仏
法
、
自
行
・
化
他
、
一
生
有
レ
辮
。
」
と
い
う
記
述
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
柵
〕

「
山
王
院
釈
云
」
と
い
う
の
は
『
法
華
論
記
』
巻
一
本
の
文
に
基
づ
く
。
な
お
、

こ
う
い
っ
た
一
生
入
妙
覚
を
容
認
す
る
諸
文
献
を
集
め
た
学
匠
と
し
て
注
目
さ

れ
る
の
は
証
真
で
あ
る
が
、
証
真
は
そ
れ
ら
を
文
理
・
教
道
で
あ
る
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
獺
〕

実
義
と
し
て
の
一
生
入
妙
覚
は
否
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
一
念
成
仏
義
」
の
「
須
奥
闘
レ
之
、
即
得
レ
究
コ
寛
阿
霧
多
羅
三
窺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
0
〕

三
菩
提
一
」
と
い
う
経
文
は
『
法
華
経
』
法
師
品
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
そ
こ

に
「
深
果
」
の
語
を
加
え
る
記
述
は
『
法
華
玄
義
』
巻
一
也
に
見
出
さ
れ
る
。

要
す
る
に
、
『
宗
要
柏
原
案
立
』
で
は
、
こ
の
経
文
が
述
門
に
お
け
る
初
住
の

功
徳
を
明
か
す
も
の
で
は
な
く
、
妙
覚
を
意
味
す
る
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
「
一
念
成
仏
義
」
で
今
の
法
嗣
品
の
文
と
並
記
さ
れ
る
「
唯

在
二
心
垢
滅
“
取
レ
証
如
レ
反
レ
掌
」
と
い
う
『
菩
薩
処
胎
経
』
巻
四
の
偶
文
は
、

天
台
教
学
で
は
『
法
華
文
句
』
以
来
、
『
法
華
経
』
提
婆
品
の
龍
女
成
仏
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
醜
）

釈
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
同
所
に
は
魔
（
魔
王
）
・
梵
（
梵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



天
王
）
．
釈
（
天
帝
釈
）
・
女
身
の
現
身
成
仏
、
つ
ま
り
身
体
の
捨
受
な
き
成
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
カ

が
説
か
れ
、
更
に
、
「
法
性
如
二
大
海
“
不
レ
記
レ
有
二
是
非
↓
凡
夫
・
賢
聖
人
、

平
等
無
二
高
下
↓
唯
在
二
心
垢
滅
↓
取
レ
証
如
レ
反
レ
義
。
」
と
い
う
偶
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
教
義
が
天
台
教
学
に
お
け
る
龍
女
成
仏
論
を
輔

翼
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
龍
女
成
仏
に
対
す
る
解
釈
は
易
し
く
は
な
い
。

　
そ
の
龍
女
成
仏
は
、
天
台
で
は
通
途
に
は
初
住
位
の
成
仏
と
捉
え
る
の
を
基

本
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
法
撃
経
』
提
婆
品
で
は
龍
女
の
成
仏
を
海
中
と
南

方
無
垢
世
界
の
二
所
で
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
如
く
、
前
者

（
海
中
）
は
刹
那
頃
・
須
奥
頃
、
後
者
（
南
方
無
垢
世
界
）
は
そ
の
前
提
と
し

て
、
忽
然
の
問
に
変
じ
て
男
子
と
成
る
、
と
い
う
表
現
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
や
は
り
瞬
間
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
併
せ
、
基
本
的
な
問

題
点
と
し
て
、
実
得
と
権
巧
と
い
う
二
義
に
よ
る
解
釈
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
得

と
は
上
記
の
『
菩
薩
処
胎
経
』
に
説
か
れ
る
立
場
で
あ
り
、
無
生
法
忍
を
得
て

も
生
身
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
生
身
得
忍
を
そ
の
内
容
と
す
る
と
提
え
う
る
。

従
っ
て
、
海
中
で
の
生
身
得
忍
の
後
、
そ
の
ま
ま
生
身
で
い
る
た
め
、
も
し
そ

れ
を
南
方
無
垢
世
界
の
成
道
に
当
て
嵌
め
る
な
ら
ぱ
、
単
に
神
通
力
で
成
仏
を

示
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
南
方
無
垢
世
界
の
成
道
は
権
巧
の
立
場
か

ら
捉
え
る
の
が
第
一
義
で
あ
り
、
海
中
で
無
生
法
忍
を
得
た
後
、
実
報
無
障
碍

土
に
往
き
法
身
を
得
て
か
ら
、
権
用
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
こ
れ
ら

の
こ
と
は
即
身
成
仏
と
の
関
わ
り
か
ら
一
様
な
ら
ざ
る
議
論
が
提
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
今
は
細
か
い
点
は
省
略
す
る
。

　
こ
こ
で
一
念
の
話
に
戻
る
が
、
『
宗
要
柏
原
案
立
』
の
一
生
妙
覚
の
項
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

一
念
の
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
五
大
院
釈
云
、
法
華
云
、
無
量

阿
僧
砥
劫
、
是
超
二
其
劫
数
行
“
非
レ
謂
一
・
実
歴
二
若
干
劫
数
一
笑
。
所
超
、
無
辺

劫
数
、
能
超
、
　
一
念
可
レ
得
レ
意
趣
。
」
、
「
華
厳
経
云
、
　
一
念
即
三
舐
麺
。
」
と

い
っ
た
記
述
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
初
住
と
妙

覚
に
つ
い
て
は
、
、
「
次
修
禅
院
御
釈
事
、
分
証
者
、
先
挙
二
初
住
一
欺
。
サ
テ

不
レ
捨
二
此
初
住
身
↓
此
身
可
レ
証
＝
妙
覚
一
也
。
同
釈
云
、
不
レ
経
二
三
砥
｛
頓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
田
）

満
二
薩
錘
之
行
“
不
レ
越
二
一
念
↓
直
進
二
遮
那
之
果
一
実
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

窺
え
る
よ
う
に
、
妙
覚
位
を
一
生
成
仏
の
果
と
し
う
る
旨
を
説
く
の
で
あ
る
。

修
禅
院
と
い
う
の
は
義
真
の
こ
と
で
あ
り
、
『
天
台
法
華
宗
義
麹
』
で
一
生
成

仏
の
果
を
分
証
位
に
定
め
て
い
る
と
し
て
も
、
同
書
に
は
、
「
…
…
不
レ
越
二
一

念
一
直
近
二
遮
那
之
窺
』
」
と
い
う
主
張
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
更
に
、
『
宗
要
柏
原
案
立
』
で
は
、
一
生
入
妙
覚
の
人
証
に
つ
い
て
も
、
「
次

一
生
入
妙
覚
人
証
事
、
先
可
レ
出
二
龍
女
一
也
。
是
則
証
前
・
起
後
二
意
有
レ
之
。

於
二
起
後
一
辺
一
者
、
即
入
妙
覚
義
可
レ
有
レ
之
也
。
但
判
為
二
初
住
一
釈
、
証
前

迩
門
一
意
歎
。
此
即
一
念
坐
道
場
成
仏
不
虚
也
云
文
付
、
柳
甚
深
料
簡
可
レ

有
レ
之
鯛
。
」
と
論
ず
る
の
で
あ
り
、
龍
女
を
初
住
成
仏
と
す
る
一
般
的
な
説

を
必
ず
し
も
踏
襲
し
な
い
立
場
か
ら
の
発
言
と
捉
え
う
る
。
こ
の
中
、
「
此
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
0
）

一
念
坐
＝
道
場
“
成
仏
不
レ
虚
也
。
」
と
あ
る
文
は
、
『
湊
華
文
句
』
に
お
け
る

龍
女
成
仏
の
釈
文
中
に
見
出
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
龍
女
を
妙
覚
位
と
す
る
資
料
と
し
て
、
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
二

八
の
、
「
私
云
、
天
台
宗
一
流
ノ
龍
女
ノ
成
道
、
二
童
有
也
。
謂
、
海
中
ノ
成
道
ハ
、

初
住
ノ
成
道
也
。
無
垢
界
成
道
ぐ
妙
覚
成
道
也
。
故
初
住
ノ
成
道
、
見
タ
ル
文
、
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
；
〕
　
一
一

約
二
海
中
成
道
一
釈
レ
之
也
。
無
垢
界
成
道
妙
覚
ト
也
云
事
、
智
積
菩
提
疑

　
タ
ゐ
一

見
　
　
」
と
い
う
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
『
宗
要
柏
原
案
立
』
と
は
観
点
が

異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
海
中
の
成
道
を
初
住
、
南
方
無
垢
世
界
の
成
道

を
妙
覚
に
配
し
、
そ
の
妙
覚
成
道
の
根
拠
と
し
て
智
積
菩
薩
の
疑
を
掲
げ
て
い

る
。
要
す
る
に
、
智
積
が
釈
迦
如
来
の
成
道
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
龍
女
の
速
疾

成
道
を
難
じ
た
こ
と
は
、
妙
覚
成
道
で
あ
る
釈
迦
と
同
じ
立
場
で
龍
女
を
論
じ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
龍
女
は
即
身
成
仏
の
最
も
代
表
的
な
具
体
例
と
し
て
扱
わ
れ
、
台
東
両
密
と

い
う
密
教
の
見
地
か
ら
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
解
釈
が
多
岐
に

及
ぷ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
日
本
天
台
の
法
華
円
教
に
立
脚
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
そ
の
解
釈
は
一
概
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
天
台
教
学
の
難
解
さ
に
も
起
因

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
澄
が
『
法
華
秀
句
』
巻
下
に
設
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
朗
〕

「
即
身
成
仏
化
導
勝
八
」
と
い
う
章
も
様
々
な
問
題
を
包
含
し
て
い
る
。

　
以
上
、
「
一
念
成
仏
義
」
の
説
を
検
討
し
つ
つ
、
そ
れ
を
引
用
す
る
『
宗
要

柏
原
案
立
』
に
お
け
る
一
生
入
妙
覚
の
議
論
を
探
っ
て
み
た
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
「
一
念
成
仏
義
」
は
本
覚
思
想
文
献
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
一
生
妙
覚
を
首
肯
す
る
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
の
は
、
本
覚
患
想
特

有
の
名
字
即
成
仏
の
明
示
が
な
く
、
「
頓
超
二
等
・
妙
覚
“
正
悟
二
真
実
性
＾
名

日
二
正
妙
艶
一
」
と
い
っ
た
教
説
が
容
認
し
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
成
仏
を
一

念
で
論
ず
る
こ
と
は
・
様
々
な
立
脚
点
か
ら
立
証
で
き
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と

は
容
易
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
仏
・
凡
の
違
い
を
一
念
の
み
で
論

ず
る
と
し
た
ら
、
修
行
の
階
梯
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
大
き
な
問
題
が
残
る
こ

　
　
　
　
　
　
一
念
成
仏
1
こ
つ
い
て

と
も
確
か
で
あ
る
。

五
　
　
結
語

　
成
仏
を
時
闇
論
的
に
論
ず
る
と
、
長
い
時
間
を
要
す
る
の
は
歴
劫
成
仏
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
す
る
も
の
と
し
て
速
疾
成
仏
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
成
仏
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
一
定
の
理
解
で
議
論
さ
れ

て
は
い
な
い
。
特
に
、
日
本
仏
教
で
は
速
疾
成
仏
に
併
せ
て
即
身
成
仏
が
強
調

さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
天
台
や
東
密
の
成
仏
論
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
即
身
成

仏
の
場
合
は
、
先
ず
身
体
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
別
の
観
点
か
ら
の
理
解
も
要

求
さ
れ
る
が
、
即
身
成
仏
と
同
時
に
論
じ
ら
れ
る
速
疾
成
仏
も
一
生
と
い
う
期

限
を
前
提
と
す
る
場
合
が
あ
っ
た
り
、
瞬
間
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
っ
た
り
す

る
。　

最
も
究
極
的
な
対
比
は
一
念
や
一
刹
那
と
歴
劫
を
対
時
さ
せ
、
一
刹
那
中
に

無
量
劫
を
具
す
る
か
ら
一
刹
那
で
事
た
れ
り
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
見
地

に
立
つ
と
し
て
も
本
覚
思
想
的
に
名
字
即
成
仏
を
説
く
場
合
は
と
も
か
く
、
初

住
や
妙
覚
に
入
る
こ
と
を
説
く
と
し
た
ら
、
そ
の
位
に
至
る
ま
で
の
漸
次
の
階

梯
を
ど
う
理
解
す
る
か
大
き
な
問
題
に
な
る
。

　
例
え
ぱ
、
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
と
い
う
考
え
は
翠
厳
・
天
台
・
墓
言
と

い
っ
た
立
場
か
ら
は
常
に
尊
重
さ
れ
る
教
義
で
あ
る
と
し
て
も
、
天
台
で
そ
れ

を
基
本
的
に
初
住
位
と
す
る
こ
と
は
、
成
仏
は
瞬
間
で
あ
る
こ
と
を
容
認
す
る

と
と
も
に
、
そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
段
階
に
つ
い
て
考
究
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
は
一
生
入
住
と
い
っ
た
議
論
を
す
る
場
合
も
同
様

で
あ
る
が
、
凡
夫
即
初
住
と
で
も
し
な
い
限
り
、
単
純
な
一
刹
那
成
仏
論
は
成

立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
問
題
は
、
入
妙
覚
を
理
解
す
る
時
に
も
同
様
の
疑
義
を
提
起
す
る
。
凡

夫
と
妙
覚
の
差
異
を
一
瞬
と
す
る
な
ら
一
刹
那
中
具
無
量
劫
と
い
っ
た
理
論
で

論
じ
う
る
が
、
一
生
の
内
、
一
旦
初
住
に
入
っ
た
後
、
妙
覚
に
入
る
と
説
く
な

ら
ぱ
そ
の
間
の
階
梯
や
時
問
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
は
、
一
生
入
妙
覚
を
肯
定

す
る
場
合
に
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
と
言
え
よ
う
。
恐
ら
く
、
妙
覚

位
に
入
る
の
は
、
そ
の
前
の
階
梯
を
経
歴
す
る
仕
方
が
一
様
で
な
い
と
し
て
も
、

一
瞬
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
入
妙
覚
は
そ
こ
に
至
る
階
梯
を
認
め
る

と
し
て
も
刹
那
の
成
仏
で
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
歴
劫
成

仏
に
対
比
す
る
一
瞬
成
仏
と
捉
え
る
の
が
極
論
と
な
る
。

　
な
お
、
東
密
で
説
か
れ
る
初
地
即
極
麹
は
、
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
を
初

地
で
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
即
極
と
す
る
こ
と
に
よ
り
入
妙
覚
を
時
間
論
的
に

言
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
階
梯
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
も
、
上
述
と
同
様
の
問
題
を
持
つ
。

　
或
い
は
、
分
真
位
の
成
仏
に
は
、
化
他
を
行
う
た
め
、
必
ず
し
も
自
行
の
立

場
か
ら
速
や
か
な
妙
覚
位
へ
の
到
達
を
目
指
さ
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
意
味
づ

け
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
時
間
論
は
複
雑
に
関
わ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
問
題
は
必
ず
し

も
整
理
さ
れ
ず
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が
『
宗

要
柏
原
案
立
』
の
一
生
妙
覚
の
項
で
あ
る
。
結
論
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

と
は
い
え
、
内
容
が
問
題
で
あ
り
、
最
澄
撰
と
さ
れ
る
二
念
成
仏
義
」
を
取

り
込
ん
で
の
議
論
も
あ
ま
り
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　
ま
た
、
即
身
成
仏
や
一
生
入
妙
覚
を
論
ず
る
場
合
、
常
に
取
り
挙
げ
ら
れ
る

の
が
龍
女
で
あ
り
、
様
々
に
説
か
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
な
問
題
を
理
解
せ
ず

言
及
し
て
い
る
場
合
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
龍
女
以
外
に
、
一
生
入
住
や
一
生

妙
覚
の
義
が
論
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
考
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

注　
仏
全
二
二
＝
ハ
ニ
頁
下
。

　
拙
著
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
一
五
頁
。

　
岩
波
．
日
本
思
想
大
系
『
天
台
本
覚
論
』
一
七
九
頁
∫
一
八
O
頁
、
三
六
七
頁
上
。

『
枕
双
紙
』
は
恵
全
三
・
五
〇
三
頁
。

　
拙
著
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
二
一
八
頁
。

　
大
正
八
・
八
二
六
頁
上
。

　
大
正
八
・
八
三
五
頁
下
。

　
伝
全
四
・
七
二
頁
。

　
『
仁
王
般
若
経
疏
』
巻
上
二
、
大
正
三
三
・
三
二
五
頁
下
。
ま
た
、
智
顔
説
、
灌

頂
記
と
伝
え
ら
れ
る
『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
巻
三
（
大
正
三
三
・
二
六
七
頁
上
）

に
も
同
様
の
記
述
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
吉
蔵
の
書
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師

の
研
究
』
（
五
一
七
頁
，
五
五
四
頁
）
で
は
灌
頂
よ
り
後
と
す
る
。

　
大
正
四
六
・
三
二
頁
中
。

　
大
正
四
六
・
二
七
頁
下
。

　
大
正
四
六
・
二
三
四
頁
下
。

　
天
台
大
師
全
集
『
摩
詞
止
観
』
二
二
一
七
四
頁
。

　
南
本
巻
三
四
、
大
正
二
一
・
八
三
七
頁
下
。



（
1
4
）
　
大
正
四
六
・
一
〇
〇
頁
下
。

（
1
5
）
　
仏
全
二
ニ
ニ
〇
六
六
頁
下
－
一
〇
六
七
頁
上
。

（
1
6
）
　
大
正
二
一
・
一
〇
三
三
頁
中
下
。

（
1
7
）
　
大
正
二
一
・
一
〇
二
四
頁
中
。

（
1
8
）
　
例
え
ば
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
九
之
一
（
大
正
四
六
・
四
：
頁
申
）
に
、

　
　
「
一
念
即
是
刹
那
。
」
と
見
ら
れ
る
。

（
1
9
）
　
こ
の
こ
と
を
扱
っ
た
論
考
に
末
木
文
美
士
二
念
」
（
『
仏
教
⊥
言
葉
の
恩
想
史
』

　
　
所
収
）
が
あ
る
。

（
2
0
）
　
大
正
四
六
・
三
九
四
頁
下
。
『
法
華
文
句
』
巻
八
上
（
大
正
三
四
・
一
〇
八
頁
下
）

　
　
に
は
、
「
乃
至
一
念
者
、
時
節
最
促
也
。
皆
与
記
当
得
著
提
者
、
明
…
其
聞
極
少
、

　
　
時
極
促
・
随
喜
之
功
徳
遂
得
＝
仏
果
』
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
一
念
は
「
時
節
最
促
」

　
　
の
意
味
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
大
正
三
四
・
一
〇
九
頁
上
。

（
2
2
）
　
大
正
三
四
・
三
〇
五
頁
下
。

（
2
3
）
　
大
正
九
・
四
〇
二
頁
中
。

（
2
4
）
　
大
正
一
〇
・
三
四
頁
上
。

（
2
5
）
　
大
正
一
〇
・
九
一
〇
頁
中
。

（
2
6
）
　
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
、
木
村
清
孝
『
初
期
中
国
撃
厳
思
想
の
研
究
』
（
第
二
篇

　
　
第
七
章
「
成
仏
道
の
実
践
」
）
が
あ
る
。
そ
の
後
、
吉
津
宜
英
『
華
厳
禅
の
思
想
的

　
　
研
究
』
（
第
；
早
第
五
節
「
法
界
縁
起
の
成
仏
論
」
）
、
村
上
俊
「
智
綴
の
成
仏
思
想
－

　
　
別
教
一
乗
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
（
『
南
都
仏
教
』
七
一
）
で
、
そ
の
間
題
が
検
討
さ

　
　
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
先
行
論
文
の
修
正
を
試
み
て
い
る
。
因
み
に
、
二
念
成
仏
」
の
語

　
　
は
八
十
『
華
厳
』
巻
五
七
（
大
正
一
〇
・
三
〇
〇
頁
中
）
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

　
　
智
僚
没
後
の
訳
出
で
あ
る
。
六
十
『
華
厳
』
該
当
箇
所
（
巻
四
十
、
大
正
九
・
六
五

　
　
四
頁
下
）
で
は
、
「
随
二
其
心
念
一
覚
＝
菩
提
一
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
7
）
　
六
十
『
華
厳
』
巻
八
、
大
正
九
・
四
四
九
頁
下
。

（
2
8
）
　
大
正
九
・
三
五
頁
中
。

（
2
9
）
拙
著
『
天
台
教
学
と
本
覚
恩
想
』
「
証
真
の
即
身
成
仏
論
」
・
「
一
生
入
妙
覚
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
一
念
成
仏
に
つ
い
て

　
　
い
て
ー
証
真
を
申
心
に
ー
」
参
照
。

（
3
0
）
　
大
正
二
五
・
三
四
二
頁
下
。

（
3
1
）
　
続
天
全
、
密
教
1
・
四
頁
上
。

（
3
2
）
　
詳
し
く
は
、
拙
著
『
台
密
教
学
の
研
究
』
第
十
四
章
「
神
通
乗
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
3
3
）
　
大
正
六
一
・
二
三
頁
上
。

（
3
4
）
　
例
え
ぱ
、
前
記
し
た
『
華
厳
経
』
の
文
（
注
（
2
3
）
（
2
4
）
（
2
5
）
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
　
ま
た
、
六
十
『
華
厳
』
に
見
ら
れ
る
一
念
の
語
に
つ
い
て
は
、
木
村
前
掲
書
（
五
七

　
　
九
頁
壬
五
八
O
頁
）
参
照
。

（
3
5
）
　
天
全
一
〇
・
二
七
六
頁
下
。

（
3
6
）
　
拙
著
『
台
密
教
学
の
研
究
』
第
十
章
「
仁
空
の
即
身
成
仏
論
」
参
照
。

（
3
7
）
　
天
全
＝
二
・
一
九
三
頁
上
。

（
3
8
）
　
天
全
一
〇
・
三
五
六
頁
上
下
。

（
3
9
）
　
伝
全
五
・
三
五
七
頁
。

（
4
0
）
浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
（
五
九
七
頁
）
や
岩
波
・
日
本
思
想

　
　
大
系
『
天
台
本
覚
論
』
（
四
三
四
頁
下
壬
四
三
五
頁
上
）
で
は
、
円
珍
の
教
説
に
注

　
　
目
し
て
、
瞬
間
・
一
瞬
の
成
仏
に
言
及
し
て
い
る
。

（
4
1
）
　
拙
著
『
台
密
教
学
の
研
究
』
第
十
章
「
仁
空
の
即
身
成
仏
論
」
参
照
。

（
4
2
）
　
伝
全
五
・
三
五
八
頁
。

（
4
3
）
　
伝
全
五
・
三
五
九
頁
。

（
4
4
）
　
大
正
七
四
・
四
九
〇
頁
上
。

（
4
5
）
　
伝
全
五
・
三
五
七
頁
壬
三
五
八
頁
。

（
4
6
）
　
大
正
七
四
・
四
八
九
頁
下
－
四
九
〇
頁
上
。

（
4
7
）
　
続
蔵
二
－
四
・
五
七
丁
左
下
。

（
4
8
）
　
仏
全
二
五
・
七
頁
上
。

（
4
9
）
　
拙
著
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
「
一
生
入
妙
覚
に
つ
い
て
－
証
真
を
申
心
に
1
」

　
　
参
照
。

（
5
0
）
　
犬
正
九
・
三
一
頁
上
。

（
5
1
）
大
正
三
三
・
六
八
四
頁
中
。
原
文
を
示
せ
ぱ
、
「
又
法
師
品
云
、
若
聞
＝
此
経
＾
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54 53 52
（
5
5
）

（
5
6
）

（
5
7
）

（
5
8
）

（
5
9
）

6261606463
乃
是
善
行
一
一
菩
薩
之
道
↓
深
因
也
。
求
二
仏
道
一
者
、
威
於
：
我
前
一
聞
二
妙
法
撃
経
一

句
＾
乃
至
一
念
随
喜
、
我
皆
与
二
授
記
↓
乃
至
須
萸
聞
・
之
、
即
得
レ
究
」
寛
三
菩
提

深
果
』
此
証
レ
宗
也
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
拙
著
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
「
証
真
の
即
身
成
仏
論
」
参
照
。

　
大
正
二
一
・
一
〇
三
五
頁
下
。

　
大
正
七
四
．
四
九
〇
頁
上
申
。
安
然
の
説
は
『
教
時
問
答
』
巻
一
（
大
正
七
五
・

三
九
三
頁
中
）
に
基
づ
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
台
密
教
学
の
研
究
』

（
三
四
二
頁
壬
三
四
三
頁
）
参
照
。

　
大
正
七
四
・
四
九
〇
頁
中
。

　
大
正
七
四
・
四
九
〇
頁
中
。

　
大
正
七
四
・
二
六
八
頁
上
。

　
大
正
七
四
・
二
八
一
頁
申
。

　
大
正
七
四
．
四
九
〇
頁
中
。
「
証
前
」
と
「
起
後
」
と
い
う
語
の
典
拠
と
し
て
、

『
五
百
問
論
』
巻
下
（
続
蔵
二
－
五
・
三
八
五
丁
左
上
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
こ

と
を
扱
っ
た
論
考
に
、
窪
田
哲
正
「
日
蓮
の
師
、
俊
範
の
未
紹
介
資
料
に
つ
い
て
－

初
期
日
蓮
教
学
形
成
の
背
景
1
」
（
『
仏
教
学
』
二
三
）
が
あ
る
。

　
巻
八
下
、
大
正
三
四
・
一
一
七
頁
上
。

　
大
正
七
六
・
六
〇
〇
頁
中
。

　
最
澄
の
成
仏
思
想
に
関
す
る
問
題
点
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
最
澄
の
教
挙
に
お
け
る

成
仏
と
直
道
」
（
『
法
華
仏
教
文
化
史
論
叢
』
所
収
）
参
照
。

　
前
出
、
注
（
4
3
）
。

　
初
地
即
極
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
台
密
教
学
の
研
究
』
（
二
二
四
頁
；
二
二
五
頁
）

参
照
。
な
お
、
初
住
即
極
と
い
う
表
現
が
慧
澄
療
空
の
『
法
華
文
句
記
講
義
』
（
天

台
大
師
全
集
『
法
華
文
句
』
四
、
二
〇
〇
三
頁
下
）
や
、
大
宝
守
脱
の
『
止
観
輔
行

講
述
』
（
天
台
大
師
全
集
『
摩
詞
止
観
』
一
、
三
六
七
頁
）
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

は
華
厳
の
信
満
成
仏
説
と
の
関
わ
り
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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